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本稿ではマルチユニット影響（依存性）による文脈（Context）または環境変化が人的過誤事象に与える影

響の曖昧さについてベイジアンネットワークモデルおよびファジィ（Fuzzy）推論を用いた試評価を実施した。 
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1. 緒言：マルチユニットサイトで重大事故が発生すると、隣接するプラントを含むシステムの事象進展に

よってプラントシステムの状況は時々刻々変化するため、事故対応中の運転員の人的操作に関する時間余裕、

ストレスレベルといった要素も変化すると考えられる。しかし、従来の人的過誤率評価手法では、これらの

環境変化による影響を考慮することが困難であった。本研究では、ベイジアンネットワーク（BN）モデルと

ファジィ理論を用いてマルチユニット影響による環境変化を考慮した人的過誤率の試評価を実施した。 
2. ATHEANA の概念を用いた人的過誤評価モデル：人間信頼性評価手法の中、人間中心要因と人的過誤を

誘発する環境・文脈の影響に注目した手法として ATHEANA（A Technique for Human Event Analysis）手法[1]が
ある。ATHEANA 手法は、過誤誘発状況（Error-forcing Context）と呼ばれる、人的過誤に影響を与える環境要

因を考慮することが特徴である。本稿では先行研究[2, 3]で提案した広域リスク評価モデルにおいて想定する

人的操作に影響を与える 4 つの要素（アクセス性、作業環境、操作性、連絡手段）を過誤誘発状況とし、マルチ

ユニット影響が過誤誘発状況に与える影響を、BN モデルを用いた条件付き確率で表した。また過誤誘発状況

によって人的操作を実施する際の運転員のストレス、時間余裕が受ける影響の度合いの曖昧さを定量化する

ため、DMLD（Dynamic Master Logic Diagram）を用いて時間余裕、ストレス、熟練度をパラメータとするフ

ァジィモデルを導入し、オミッションエラー（EOO：Error of Omission）とコミッションエラー（EOC：Error 
of Commission）の確率を推論した。 

3. ファジィ推論を用いた人的過誤率の定量化：ファジィ推論は、曖昧性を

扱うための数学的な理論[4]であり、ファジィ集合という概念を用いる。ファ

ジィ集合は、曖昧さを数学的に厳密に取り扱うために、要素（本稿ではスト

レスと時間余裕）ごとに帰属度という数値を導入し、ファジィ集合の要素が

そのファジィ集合（本稿ではストレスレベルと時間圧）に属する度合いをメ

ンバシップ関数といった形で表す。さらに、IF-THEN 形式を持つファジィル

ールを用いて結果（本稿では EOO と EOC）の推論を実施した。ファジィル

ールでは、以下に示す例のようにストレス、時間余裕が EOO および EOC へ

与える影響の曖昧さを推論する。 
・ストレス増加→（集中力低下）→間違った選択をしやすくなる（EOC 増加） 
・時間余裕が低下→（焦る）→行うべき作業を省きやすくなる（EOO 増加） 
図１に各パラメータが EOO と EOC に与える影響の曖昧さを定量化した結

果を示す。各パラメータの相互作用による影響が確認できる。 
4. 結論：本稿では、マルチユニット影響による環境変化が人的過誤事象へ与える影響を、ストレスと時間

余裕の変化に着目し、BN による論理的なモデル化及びファジィ推論を用いてこの 2 つのパラメータが人的

過誤事象へ与える影響の曖昧さの定量化を検討した。試評価の結果、環境変化を考慮した人的過誤事象の評

価が可能である見通しを得ることができた。 
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図 1 Fuzzy 推論の結果 
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